
【平成１５年３月】
　　定年退職後の住まいとして家を新築。木材をたくさん使い、ご主人の好みの家に。
　以前から年間３０名以上をボランティアで宿泊させてきたが、さすがに経済的な負担も
　多くなってきたため、民宿の開業を検討し始めた。
【平成１６年】
　　梼原町や大正町（現四万十町）で開催された民宿開業研修（県主催）に参加するなど
　必要な手続きについて勉強を始めた。
【平成１７年３月】
　　飲食店営業許可のために簡易流しを増設、家庭用冷蔵庫に温度計を設置。建築確認の
　ために図面を準備。（１月に作り始め、３月に許可）
【平成１７年７月】
　　民宿「こんぴら」開業

◇食中毒には気を付ける。
　・梅雨時にはなまものを出さない。
　・調理にはプラスチック手袋をして触っている。
　・ＰＬ保険（１億円保障）、受託物賠償責任保険（１００万円保障）に加入。
　・業務用冷蔵庫も購入。

◇当初「何もないところですが」と言っていましたが、お客さんからは「何もなく
　ていい。のんびりできるだけで。」といってもらえて、自分の旅のイメージが変わ
　りました。
　今は「ありのままを楽しんでいただこう」と思っています。
◇若い方からは都会のことを、またあるお客様からは世界のことを、さらに新しい
　お料理の知識など、お客様からたくさんのことを教えていただいています。　　
　　　

◇“プロとしてお金をいただく” ということを念頭に
　　[食事の工夫 ]
　　・だしを大切にとっている。
　　・できたてを食べていただくよう気を遣っている。
　　・盛りつけは１人前用の皿鉢を活用（後かたづけが楽）。
　　・米は山の田んぼで作ったヒノヒカリ。
　[もてなし ]
　　・お客様に食文化や歴史などについてのご紹介。
　　・お客様は囲炉裏端でご主人と川漁の話、シシ猟の話で和まれる。
◇役割分担
　・民宿経営には夫婦と夫の姉の３名で役割分担している。
　　（夫は鮎釣り、風呂とトイレの掃除等、姉は午後から手伝いに）
　・枕カバー、シーツは観光協会からレンタル。
　　（洗濯アイロンの労力が軽減でき、すごく助かっている）
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◇宿泊料金：８,０００円～（１泊２食付）／人（宿泊人数によって料金が異なる）
　昼食は１，５００円～（要相談）（４名以上）
◇営業時間･チェックイン　チェックイン１６：００  チェックアウト１０：００  駐車場完備
◇定員：7名
◇住所：高知県四万十市西土佐西ケ方１１００
◇問い合わせ先：TEL（０８８０）５２-１３１３
◇宿泊者数：
　・平成１７年　　１３４人
　・平成１８年　　２９８人
◇スタッフ：経営者（妻）、夫、夫の姉（繁忙期）
◇経営の内容：民宿
◇体験メニュー：地元のキシツツジ、沈下橋をご案内することもあります。
　　　　　　　　また、地元の金比羅神社のお祭りなどの紹介をしています。
◇間取り等：
　・客室は８畳２室と６畳の囲炉裏。
　・朝食はダイニングキッチンでとってもらっている。
　・定員は７名（浄化槽の定員に合わせる）。
　・１日１組の予約制にしている。
◇URL：http://www17.ocn.ne.jp/̃konpira

経営の特 基本情報 

周辺情報 
■アユ市場（四万十川で育った鮎・えび・つがに。販売、産地直送いたします。
　◆問い合せ先：高知県四万十市西土佐江川崎２４９-１
　　　　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ(０８８０）５２-１１４８　
■百々世庵（一軒貸しの空き民家）
　　予約先：西土佐観光協会　四万十・川の駅カヌー館
　　（〒787-1603 高知県四万十市西土佐用井１１１１-１１）
　　ＴＥＬ（０８８０）５２-２１２１　ＦＡＸ（０８８０）５２-２４２４
　　URL：http://www.canoekan.com/
■ふるさと市（直販店、地元の野菜や特産品の販売）
　◇営業時間：８：００～１７：００
　◇定休日：１０月半ば～４月末日の日曜日。それ以外は無休で営業。
　◆問い合せ先：高知県四万十市西土佐江川崎２４００-１
　　　　　　　　ＴＥＬ（０８８０）５２-１３９８ 
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「こんぴら」


